
総合的な学習の時間 単元指導計画

（全１２時間）１ 単元名 わが町“坂本”にできること

２ 単元のねらい
○地域の人々の願いにそったボランティア活動を企画していくことを通して、広く地域の人々の視
点に立つなど思考判断力を培うとともに、ボランティア活動を進めることを通して、わが町“坂
本”をよりよくするために実践力を高めることができる。

３ 単元の評価規準

ア 課題発見力 イ 主体的活動力 ウ 思考判断力 エ 情報収集力

単 ・地域の人々の願いを ・地域の人々の願いに ・地域の人々の視点に ・ボランティア活動を
元 調査したり、役場の そったボランティア 立っての考え方を深 円滑に行うための方
の 人々を取材したりし 活動を意欲的に企画 めるとともに、共に 法を探るとともに、
評 ながら、我が町“坂 しているとともに、 生きる社会創造のた 他教科の学習内容と
価 本”の地域福祉向上 ボランティア活動を めに、実践力の必要 関連させながら活動
規 のための課題を見付 主体的に行っている 性を捉えている。 を進めている。。
準 け出している。

学 ①地域の人々の意見か ①班討議やクラス討議 ①地域への感謝の気持 ①地域の人々の取材活
習 ら、地域福祉を向上 の中で、積極的に自 ちをもっている。 動を積極的に行って
活 させるための課題を らの考えを発表して ②ボランティア活動の いる。
動 見付け出している。 いる。 意義を把握する。
に ③地域の人の視点に立
お ②ボランティア活動を ったボランティア活
け 仲間とともに協力し 動を企画している。
る ながら、意欲的に行 ④行うとよいことを判
具 っている。 断し、積極的活動を
体 進めている。
的 ⑤ボランティア活動を
な 振り返り、共に生き
評 る社会創造のために
価 実践力の大切さを捉
規 えている。
準

４ 単元指導計画

発揮させたい教科の力時 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法

ウー① 【ワークシ 国語→地域の人への感１ １．これまでの総合的な学習の時間を地域の人
地域への ート】 謝の気持ちを、＆ 振り返る。への感謝の

感謝の気 地域の人々 整理して話す力２ ２．地域の人々からの支援を振り返り気持ちを形

持ちをも への思いをガ ながら 感謝の気持ちを確認するとして表す 、 。
っている 書かせて、 社会→ボランティアのイ ことの必要 。

判断する。 必要性を資料かダ ３．単元の学習課題を見付ける。性を確認し
ら読みとる力ン ながら、地

【自己評価ス ◎地域への感謝を目的とし、クラ域ボランテ

ウー② カード】 道徳→ボランティア活

（

ィア活動を スでボランティア活動を行お
ボランテ ボランティ 動の意義につい単 う。行うことの

ィア活動 ア活動の意 て考える力元 意義をつか
の意義を 義を書かせの ４．道徳で確認したボランティア活動むことがで
把握する て、確認す課 の意義を振り返る。きる。 。

る。題 ５．今後の活動計画を立てる。
設

●地域の人への感謝の気持ちをボランティア活動を通して形にしたいな。そのためには、地域の人々の定
願いにそった活動をきちんと計画しないといけないな。クラスみんなで必死に活動をしたいな。

）



教科の力との関連時 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法

エー① 【自己評価 国語→地域の人の取材３ 地域の取

カード】 活動から、相手＆ ◎地域の人の願いを探り、ボラン材から地域 地域の人々

取材活動に の話の要点を聞４ ティア活動を考えよう。の人々の願 の取材活動

ついての自 き取る力いを捉え、 を積極的に

己評価から地 １．地域の人々の願いを取材する。地域ボラン 行 っ て い

判断する。 技術→地域の人の取材域 （アンケート調査活動）ティア活動 る。

結果を、コンピ福 の見通しを アー①

【班討議の ューターを利用祉 もつことが 地域の人々

記録】 してまとめる力の ２．取材結果を発表する。できる。 の 意 見 か

グループで課 ３．地域の課題を見い出し、行うとよ ら、地域福
の話し合い 社会→取材結果の資料題 いボランティア活動を考える。 祉を向上さ

の記録から から、行うとよ発 せるための

判断する。 いボランティア見 課題を見付

活動を判断してけ出してい

いく力る。

【 】５ １．地域の人々の願いを確認する。地域の人 イー① 挙手発言

全体やグル＆ 々の願いに 班討議やク

ープでの挙６ ◎ボランティア活動の活動計画を即した活動 ラス討議の

手発言の状＆ たてよう。内容をクラ 中で、積極

況から、判７ スや班で話 的に自らの

断する。 国語→地域の人の願いし合いなが ２．クラスで揃える活動と、班ごとに 考えを発表
、活 考える活動を話し合い決定する。ら、班ごと している。 活動内容を考え

順序立てて話す動 に活動計画
ウー③ 【ワークシ 力計 ３．班ごとに、活動内容を話し合う。を立てるこ

ート】画 と が で き 地域の人の

活動をするづ ４．活動内容にそった活動計画を計画る。 視点に立っ

にあたってく 表に立てる。 たボランテ

の自らの思り ィア活動を

いを書かせ企画してい

判断する。る。

イー② 【活動の見８ ボランテ

届け】＆ ◎地域ボランティア活動を行おィア活動を ボランティ

個々の活動９ う。行うことを ア活動を仲

状況を見届＆ 通して、地 間と共に協

けながら、10 域福祉を向 １．リーダー班がボランティア活動の 力しながら
判断する。上させる実 目的を確認する。 意欲的に行

っている。実 践力を養う
ウー④ 【自己評価践 ２．クラス全員での活動をおこなう。とともに、

カード】活 自己有用感 行うとよい

活動の自己動 ３．班で考えた活動をおこなう。をもつこと ことを判断

評価と他者 道徳→ボランティア活ができる。 し、積極的

評価から、 動の意義につい４．それぞれの班で反省会をし、活動 活動を進め
判断する。 て考える力を振り返る。 ている。

ウー⑤ 【感想文】 国語→ボランティア活11 地域福祉
地域ボラン 動で学んだこと＆ ◎地域ボランティア活動で学んだ向上のため ボランティ

、12 のボランテ ことをまとめてみよう。 ア活動を振 ティアにつ を整理しながら

いての感想 話す力ィア活動の り返り、共

文 を 書 か活 １．地域ボランティア活動で学んだこ重要性を押 に生きる社

せ、評価す 社会→社会科の学習で動 とをグループで話し合う。さえ、今後 会創造のた

る。 使用した資料との の生き方に めに、実践

、ま ２．地域ボランティア活動についてのついての方 力の大切さ 関連させながら

考えを構築してと 感想を書く。向を見いだ を捉えてい

いく力め ３．実践力の大切さを捉え、これからしていくこ る。

の生活について考える。と が で き
る。

●地域ボランティア活動とは、地域福祉を向上させるためになくてはならないものなんだな。我が町

“坂本”をよりよくするために、行政の力だけに頼らずに、地域の一員として、これからもボランティ

ア活動など自主的に行う活動を進めていこう。


